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第 八 巻 第 三 號 九州帝國大學農學部學藝雑誌 昭和十四年六月

原 著

日本産 Rhus 属樹種の果實に於ける樹脂道の

発生経過並にその乳液の形成 に就て1)

原 田 盛 重

(昭和十三年十二月十三日受理)

(第 四圖版附)

緒 言

樹脂道はその成因によりて三種に区別せ らる。即ち細胞の破壊によりて形域せちる 製破生樹

脂道,細 胞の分離に基 く離生樹脂道及発生 當初は離生作用によ り後に発生作用を伴ふ離破生樹

脂道これな り。 氏によれば熱帯植物は離破生樹脂道 を有するもの多 く・眞の破生樹

脂道は極めて稀な りと云ふ。乳液の形域に就ては 及び 氏は各々

の研究に於て樹脂滴は分泌細胞の原形質内に形成せらるる ものなることを述べ,

及び 氏(6)は 各々の研究に於て乳液の形

成は細胞膜の消費睦によるもの となせ り。

漆科植物の有する樹脂道の発生経過並にその乳液の形域に就てみるに樹脂道の発生 は離生

並に離破生の二読あ り。前者に就てはENGLER氏(3)が 漆科植物の茎 に於て,氏

(17)が 漆科植物の種子に於て・ 氏(1)が に,乾(8)

及び高橋氏(14)が ウルシノキに於て述ぶる所あ り。 後者に就てはSIECK氏(4)が

に於て,氏(12)が に於て離破生樹脂道を有す

ることを述べた り。

以上の如 く漆科植物の樹脂道の発生には二読あるも,日 本産属 樹種はウル シノキを除

く他の樹種に就ての樹脂道の発生 経過に關する研究は全 くみず。ウルシノキに於ても主として

蓮及び葉に關するものsみ な り。 叉漆科植物の乳液の形成に就ては 氏(10)は1910
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年に漆科植物の の果實の 中果皮にある樹脂道の周邊にある細胞は黄

色をなせる樹脂滴を有することを述べ,氏 は1918年 に の乳液は

樹脂道の上皮細胞の分泌によると云 ひ,乾 氏も亦1900年 にウル シノキの乳液は上皮細胞によ

りて生ずることを述べた り。 これに対し てSIECK氏 は1895年 に漆科植物の

の若き枝は樹脂道内に分泌がすLめ ぱ分泌細胞は途に樹脂道内に分離するに至る。

斯 くの如 く分離作用が起れば これに接する他の細胞が これに代 りて更に分泌作用をなすと云へ

り。以上の如 く日本産Rhus屡 樹種の乳液の形成に關する研究 もウルシノキのみな り。 余は

(19～25)日 本産 属各樹種の果實の解剖をな し逐次発表 し來れば・今度は日本産

樹種の果實に就て樹脂道の磯生経過並にその乳液の形成に就て之を絡合軸 に取扱ひ,茲に その

発表をなさんとす。 鼓に特 に果實を取扱へる所以は嚢に 日本pi'・Rhusas樹 種の各器官に亘 り

て樹脂道の分布並に構造を槍せる時の所見によれば果實のみは他の器官と異なり・樹種により

て著 しき相違あるを確めた り(19～24)。

猫叉果實は結實 して成熟に至るまでの期間 が短 く且此の期間 内に大部分の樹種は中果皮に蝋

分 を発生 するが如 き他の器官にみざる特殊現象 を伴ふ をもつて樹脂道の発生経過及び乳液の形

域に關する研究材料 として特に果實を選ぶを可とするを認めたればな り。
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II.材 料 及 び 研 究 方 法

研究材料 としては生の材料及び フオルマリン中に貯藏せるものに就て槍 した り。樹脂道の爽

生経過をみるために発生初期の状態 を楡するには果實形成當時の極めて若きものを用ひ・樹脂

道の発育 経過を検するためには柔膜細胞鞘を生ずる頃の果實,一 定の大さに達せる果實・蝋分

を発生する頃の果實,成熟 初期の果實及び充分成熟 し乾燥状態 になれる果實等逐次採集をな し

研究材料に供 した り。乳液の形成に就て も極めて若 きもの より成熟に至るまでの果實に就て乳

液の発生 状態を槍 した り。叉乳液が細胞の如何なる個所に生ずるか,樹 脂道内にあるものとの

關係如何等を槍するために 及び沃度沃度加里等の試藥によ りて着色 し,或 はアル

コール,エ ーテル等の溶剤によりその溶解關係をも検 した り。

Sudan III

III.研 究 成 績

ヤマウル シジツタウルシ及び ヤマハゼは五月中旬に,ウ ル シノキ及びハゼノキは六月上 旬に,

ヌルデは九月中旬頃に果實を形域す。何れの樹種の果實 も形成當時の極めて若 きものは幅1～
星



3mm,高 さ2～3mm及 び厚さ1～2mm'な り。何れの樹種の果實に於て も樹脂道の発生 は

極 めて早きをもつて樹脂道発生 前の状態,即 ち特殊細胞の集團としての存在は極めて若 き果實

に於てのみ認め得べ し。ヌルデを除 く各樹種の極めて若 き果實の横断面に於ては中果皮の最 も

幅廣き部分に於て樹脂道は略々2列 に配列す。その中ツタウルシに於ては内方部にある樹脂道

が外方部の もの よりよく発育 し,特 殊細胞の集團は却つて外方部に認め得るも,共 他の樹種の

果實に於ては内方部にある樹脂道は外方部にあるものより発育が遅 く・從つて之等の果實の此

の程度の発育 にあ りては特殊細胞の集圖をこの部分に認め得る場合多 し。此外 日本産 屡

樹種は一般に果實の中果皮の横断面の左右両側の最 も幅独き部分に於て も樹脂道の磯生は比較

酌遅 きをもつて此の部分に於ても特殊細胞の集團を認め得ることあ り(圖版III(a)参 照)。

殊にヌルデは樹脂道が 中果皮の横断面の略々中央部に1列 に配列 し,幅 廣 き部分に於ては殆

んどすべての樹脂道が一様の発達 をなし,こ の部分に於て特殊細胞の集團を認め得ざる場合多

し。唯中果皮の横断面の左右両側の最 も幅狭 き部分に於てのみ特殊細胞の集團を認め得ること

あ り。斯の如 く日本産 勲 〃s屡樹種の極 めて芳 き果實は一定の位置にすべて特殊細胞の集團を

有 し,この集團の各細胞はその周邊にある細胞に比 して小に してこの存在は極めて明瞭なり(圖

版III(b)参 照)。各樹種の果實が発育 するに從ひてこの特殊細胞は小なる不規則なる聞隙を離

生的に生じ,こ の問隙は次第に発達 して離生樹脂道 を形成するに至る(圖版III(c,d)参 照)。

1913年 に 氏(11)は 成熟せる種子及び果實の脂油の形成に炭水化物の必要なるこ

とを読き,叉1920年 に 氏(13)は 及び の脂肪に

就て論じ,脂 肪の形成前には細胞 中に多 くの澱粉 を有すと。日本産 屡樹種の果實の此の

程度の発育 に於ては ヤマウルシのみ特殊細胞の周邊の細胞に澱粉を有するをみた り(圖版 皿

(b)参 照)。 此の程度の発育 に於ける各樹種の果實の有する樹脂道の上皮細胞は横噺面に於て

略々圓形若 くば楕圓形とな し,大 さ及び形状は略々その周邊にある細胞に類似するも樹脂道に

面する側は著 しく凸出せるものあ り(圖版III(d)参 照)。 上皮細胞は他の細胞と異なり細胞内

に多くの粒状 物質を含む。之はその細胞の周邊部・殊に樹脂道側に多く存在 し 沃度沃度加里

にて壷色に染 り生の材料に於てこの状態 を最 もよく認め得べ し。この程度の果實の発育 に於て

は何れの樹種に於て も樹脂道の構造並に上皮細胞内の含有物の性状が相類似し,猫 叉各樹種の

果實の中果皮にある樹脂道の構造が各樹種の若 き童 ・根 ・葉及び花にある樹脂道 に類似す。

ヤマウルシ及び ツタウル シは五月下旬に於て・ヤマウル シは大 さ幅約4mm・ 高 さ3mm・

厚 さ2mm,ツ タウルシはヤマウルシの果實の殆ど岩位の大 さに達 し・共の頃の果實に於ては
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樹脂道の周淺に柔膜細胞鞘を生じ,そ の細胞鞘の幅 ヤマウルシは約0・04mm,ツ タウルシは約

0・08mmに 達 し,鞘 を構成する細胞はヤマウルシ,ツ タウルシ共に小なれども柔膜細胞鞘の大

さに於ては前述の如 く雨者に斯の如 く差異を生ずるをみる。

ヤマハゼ,ウ ルシノキ及びハゼ ノキは六月上旬に於て果實の大 さ幅約5mm,高 さ約5mm,

厚 さ約2mmな り。形成當時の極めて若 き果實の殆ど2倍 の大 さに達 したるこの頃に於て樹

脂道に柔膜細胞鞘を生ず。 細胞鞘の幅は樹脂道の大 さによりて異なるも約01mmに 達する

ものあ り。

以上の樹種の果實はヤマウルシ,ツ タウルシに比 して柔膜細胞鞘は大に して且鞘を構成する

細胞が何れ も著 しく大な り(圖版IV(a)参 照)。 形成當時の極めて若 き果實に於て柔膜細胞鞘

を生ぜざる時は樹脂道の構造は前述の如 く,何 れ もヤマウルシ及びツタウル シに類するも,こ

の柔膜細胞鞘を生ずるに至るや斯の如き相違顯を生ずるに至る。ヌルデは+月 上旬頃果實の大

さ幅約5mm,高 さ約4mm,厚 さ約2mmに 達 したる頃に大なる樹脂道は柔膜細胞鞘を有す

るものあ り。その幅は約0・04mmに して極めて狭 く且柔膜細胞鞘を構成する細胞 も極めて小

な り。

日本産R加3囑 樹種に於てこの柔膜細胞鞘を生ずる頃の果實に就て樹脂道 をみるにツタウル

シのみは樹脂道が破生的 となれ り。この程度に発育せるツタウルシの果實は他の樹種の果實と

異 な り中果皮にある大なる樹脂道の柔膜細胞鞘の組織に小なる樹脂道を生じ,而 も初め生じた

る大なる樹脂道 を取園む(圖版II(a)参 照)。

この小なる樹脂道 と初めより存在する大なる樹脂道 との中間部の細胞が果實の発育 に伴ひて

漸次粘化 し途に樹脂道は合 してこLに 大なる樹脂道を形成す(圖版II(b,c)参 照)。これにより

て生じたる樹脂道の大なるものは横断面に於ける直径が1mmに 達するものあ り。

氏(16)が 菊科植物の にある樹脂道がその発達 の過程に於て一の樹脂道が

他 の樹脂道 と合 して大なる樹脂道を形成することを述べ居るも,漆 科植物に於て而 も柔膜細胞

鞘にある小なる樹脂道が初 めより存する大なる樹脂道 を合 して一大樹脂道を形成するが如 きは

他に共の例をみず。ツタウルシを除 く他の樹種の果實の有する樹脂道はこの頃に於ても依然離

生による樹脂道なり。日本産 属樹種の果實に於て樹脂道がその周邊に柔膜細胞鞘を生ず

る頃に於ては果實形成當時よりも多量に上皮細胞の内容の周漫部,殊 に樹道側に多 くの顆粒状

物を有 し(圖版IV(a)参 照)・de-一層明かに認め得べ し。 而 して上皮細胞内にあるこれ等の穎

粒状物と樹脂道内腔にある墳充物とは何れ も沃度沃度加里にて黄褐色に染 り同一反応 を示す。
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ヤマウルシ及び ツタウルシは六月上 旬に於て果實は略々一定の大 さ.に達 し・ヤマウルシは幅

約6mm,高 さ約5mm,厚 さ約3mm,ツ タウル シは幅約6mm,高 さ約5mm,厚 さ約3

mmな り。 その頃の果實に於ける樹脂道の柔膜細胞鞘の幅はヤマウルシは約0・04mm,ツ タ

ウル シは約・0・08mmに してツタウルシはヤマウルシの殆ど2倍 の大 さな り。何れ も柔膜細胞

鞘は五月下旬頃の細胞鞘発生 の初期の ものに比 して左程の発達をみず。ヤマハゼ,ウ ルシノキ

及びハゼノキの果實は六月下旬に殆ど一定の大 さに達 し,ヤ マハゼ及びウルシノキの果實は幅

約8mm,高 さ約8mmな り。 厚さはヤマハゼは約2.5mmな れどもウルシノキは約4mm

な り。 ハゼ ノキは種類によりて大 さに差異あるも幅約10mm,高 さ約9mm,厚 さ約6mm

の もの多 し。 此頃の果實に於ける柔膜細胞鞘はヤマハゼに於ては幅約0・15mmに 達 し,六 月

上旬頃の柔膜細胞の発生 初期の ものに比 して左程の発達 をみず。然れ どもウルシノキ及びハゼ

ノキ妹柔膜細胞鞘発生 初期の ものに比 して約2倍 の大 さに蓮 し約0・2mmな り。 鞘を構成す

る細胞 もヤマウル シ及び ツタウル シに比 して著 しく大 とな り,そ の爲に樹脂道は墜せ られ横断

面の形状 も著 しく不正形 となる。ヌルデは+月 中旬に於て略々一定の大 さに達 し,幅 約5mm.

高さ約4mm,厚 さ約2mmに して ヤマウル シ及び ツタウル シの果實より多少小な り。 柔膜

細胞鞘の大さも極めて小に して共の幅0.02～0・04mmな り。 此頃の果實に於ては中果皮の樹

脂道はヤマウルシ,ウ ルシノキ及び ヌルヂは何れ も発生による樹脂道 を有するも・ヤマハゼ及

びハゼノキは多くの樹脂道の中に比較的よく発達せる樹脂道は破生となるものあ り。ツタウル

シは他の樹種の果實と異 なり此の程度に発育 せる果實にあ りては破生的樹脂道の数を著 しく増

加せ り。

ヤマウルシ及びツタウルシは六月上旬に於てヤマハゼ,ウ ルシノキ及びハゼノキは七月下旬

頃に内果皮が梢々硬 くな り,果 實の中果皮に蝋分を磯生す。ヌルデは十月中旬に内果皮が梢々

硬化 し,そ の頃多 くの場合果實の外果皮上に多くの白色の蝋を生ず。何れの樹種に於て も蝋分

を発生 するにつれて破生的樹脂道の数 を増加す(圖版III(e)参 照)。 この程度の発育 の果實に

於て もツタウルシが他の樹種の果實の有する樹脂道 と異な り特徴を有す。即ちこの果實の中果

皮の内方部には果實の若 き時 より大なる樹脂道の存在するために発育中の 内果皮の第一層 は発

育が妨げられ・そのためこの程度に発育せる果實にあ りては大なる樹脂道の存在する個所毎に

内果皮の外側部に大なる欠所を生ず(圖 版II(C)参 照)。故に内果皮の横断面の外側部は恰 も波

状となる。一組織内にある樹脂道がその組絵に特徴を與へ,若 くば一組織内にある樹脂道が他

の組織内に入込みこLに 特徴を生ずるが如 きことあるも,中 果皮にある樹脂道の異状の発達 の



ために次の組織,即 ち内果皮の発達 に大なる影響を生 じ,前 述の如 く形態上の畸形 を生じ種子

識別上の擦勲となるが如 きは樹脂道の発生経過 並に分類學上興味ある一事實なり。猫叉此頃の

ツタウルシの果實の中果皮にある樹脂道の柔膜細胞鞘はその細胞の性状によ りて内外二暦に区

別せ らる。内暦,即 ち樹脂道に近 き暦は幅約0・1mmに 達する部分あ り・而 もこの層の樹脂道

に接する側は彎曲 甚 し。この暦の多 くの細胞は粗に配列し,横 断面に於て略々圓形を呈 し中に

顆粒状物を有す(圖 版II(e)参 照)。

このものは1年 以上 フオルマリン中に貯藏せる果實に於ては赤褐色に染れ り。生の材料に於

ては沃度沃度加里にて黄褐色に によりて暫時の後僅に紅色に染 ζ。而 して樹脂道に

近き細胞程その内容物質が よく染色せられ,熱 したるアルコール若 くばエーテルによりて樹脂

道内にある物質 と同様に脱色 し後一部溶解す。

この暦の細胞は樹脂道に近 きもの より軍猫若 くば集團的に分離するものあ り。分離に近 き細

胞は圖版II(f)の1,2,3圖 に示すが如 く細胞の内容物質が塊状とな りその塊状物の存在位置

は細胞によりて一様ならず。 叉細胞によりては2個 以上の塊状 物を有するものあ り。 この も

のは樹脂道内にあるもの と同一化學反応 を示 し分離後は樹脂状化するものなり。これに反 して

外暦にある細胞は前者に比 して小にして密に配列せ り。前者にみるが如 き反応を呈せず。

外暦の外側に接する部分の細胞中には往々澱粉の稜生をみることあ り(圖版II(d・e)参 照)。

果實形成當時の若 き果實より蝋分を生ずる頃に至るまでの間 に樹脂道に近 き細胞中に澱粉の畿

生をみたるは前述のヤマウルシの特殊細胞の周邊 とツタウルシのこの場合に於てのみな り。此

の頃に於てもツタウルシを除 く他の樹種の果實に於て離生的樹脂道は若き果實に於けると同様

に上皮細胞内に多 くの顆粒 状物を有 し,細 胞の内容の周邊部殊に樹脂道側に多 く不規則に配列

せ り。

次にヤマウルシは七月上旬に,ツ タウルシは七月下旬に・ヤマハぜ ウルシノキ及び ハゼノ

キは十月上旬に成熟 し,ヌ ルデは遙に邊れて十一月下旬より十二月上旬に成熟 す。成熟初期に

於ては内果皮は何れ も切断し得るも,充 分成熟 し果實が殆ど乾燥状態に達するやヌルデを除 く

外,全 く内果皮は硬化 し容易に切断 し得ざるに至る。成熟初期に於てはツタウルシは殆ど柔膜

細胞鞘の細胞が樹脂状化 し鞘を構成する細胞は其の存在が分明ならざることあるも・ツタウル

シを除 く他の樹種の果實にあ りては何れ も柔膜細胞鞘の細胞が猫分明な り(圖版IV(b)参 照)・

各樹種のこの頃の果實にあ りてはすべて破生的となる。ツタウルシを除 く他の樹種 の果實の

樹脂道内の乳液は長 く上皮細胞によりて分泌せらる 義も蝋分磯生の頃 より成熟初期に至 りて樹
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脂道の周邊にある細胞は破壊溶解作用を伴ふ をもつて若 き果實の樹脂道 に於けるよりも却つて

この程度に発育せる果實に於て樹脂道内に多くの填充物を有せ り。各樹種の果實が充分成熟 し

乾燥せるものに就てみるに猫一一層破生的となれ り。ヌルデを除 く外は樹脂道の填充物が酸化に

よりて黒色を呈するをもつて外果皮を除去すれば樹脂道の走向を明かに認め得べ し(圖版LV

(a,b)参 照)。 ウルシノキは中果皮の外方部にある樹脂道の外側部が著 しく破壊され外果皮を

除去すればその破壊せる部分が果實の基部 より花柱痕に向ひ線状 をなせるものあるをもつてそ

の部分 を通 じて樹脂道内にある墳充物を認め得る場合あ り(圖版V(a)参 照)。

氏(3)は 漆科植物は離生樹脂道を有すと云ひ,氏(4)は 漆科植物は離破生樹

脂道 を有するもの多しと云へ り。日本産Rhus層 樹種の果實に就てみるに初め離生的樹脂道を

生 じ上皮細胞によりて分泌せらる 玉も,後 に破生溶解作用を伴ひ乳液を形成し所謂離破生樹脂

道の特殊なるものと見るべきものなり。殊にツタウルシは前述せるが如 く樹脂道の周邊は他の

樹種の果實にみられざる特殊細胞の集團を有するが如 きは樹脂道の発生 経過並に乳液の形成上

留意すべき貼な りと思考す。

 ENGLER SIECK

IV.糸 合 的 観 察

日本産 屡樹種の果實に就て樹脂道の発生経過並に乳液の形成をみるに果實形域當時の

極めて若 き果實に於ては中果皮の横断面の最 も幅廣 き部分の内方部,若 くば幅狭き中果實の左

右両側に特殊細胞の集團が存在 し,こ の集團は離生的に小なる間隙を生じ・果實の発育 に從ひ

て離生樹脂道を形成す。何れの樹極の果實に於て も樹脂道発生 の初期は樹脂道の構造が相類似

し∴猫叉各樹種の中果皮にある樹脂道は各樹種の若 き童 ・根 ・葉及び花にある樹脂道に類する

も果實が稍々発育 し,樹 脂道に柔膜細胞鞘を生ずるに至るや果實としての樹脂道の特徴を有す

るに至る。即ちハゼ ノキ,ヤ マハゼ及び ウルシノキの樹脂道は比較的大なる柔膜細胞鞘を有 し

鞘の細胞 も大なれ どもツタウルシ,ヤ マウルシ及び ヌルデの樹脂道は小なる細胞鞘を有 し,鞘

の細胞 も前者に比 して遙に小な り。

ツタウルシのみは柔膜細胞鞘を生ずる頃の若き果實に於て中果皮にある樹脂道の中・大なる

ものは早や破生的 となる。猫叉この程度に発育 せる若き果實にあ りては中果皮にある大なる樹

脂道は柔膜細胞鞘組織中に小なる樹脂道を発生 し,こ れ等の樹脂道は果實の発育 するに從ひて

初めより存する大なる樹脂道 と合 して極めて大なる樹脂道を形成 し,主 として中果皮の内方部
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に存するをもつて果實の発育 するに從ひてこれに接する内果皮の発育が妨げられ,内 果皮の外

側部の各所に凹所を生 じ種子識別上の撫点 を與ふ。叉 ツタウル シの発育 せる果實に於ては樹脂

道は他の樹種の果實にみざる特殊なる構造を有 し,樹 脂道の横断面は著 しく不正形 とな り三樹

脂道に近 き部分の多くの細胞は粗に配列 し横噺面に於て略々圓形を呈 し細胞内に多くの顆粒 欺

物を有す。樹脂道に近 き細胞には軍猫或は集團的に分離するものあ り・而 して分離前の多 くの

細胞はその内容物質が塊状 とな り分離後乳状化するに至る。斯の如 くツタウルシが樹脂道の周

遽に他の樹脂道にみざる特殊細胞の集團を有するが如きは樹脂道の発生経過 並に乳液の形成上

留意すべ きな り。

ヤマウル シ,ヤ マハゼ,ウ ルシノキ,ハ ゼノキ及び ヌルデに於ては樹脂道内の物質は長 く上

皮細胞によ りて分泌せ らるLも,蝋 分発生 の頃よ り果實の成熟初期に至るまでの闇に樹脂道の

多 くは破生的 とな り,樹 脂道の周邊 にある細胞は順次に破壊溶解 して乳液を形成するに至る。

何れの樹種の果實に於ても果實の発育 中は却つて樹脂道内に乳液少 く全 く有せざるもの も多数

存するも,成 熟前後の果實に於ては樹脂道内の乳液は多 く・酸化によ りて黒色を呈するものあ

り,從 つて日本産R肋s屡 樹種の大部分は果實の充分成熟 乾燥せるものに於ては外果皮を除去

すれぼ果實の外側部にある樹脂道の走向を最 も明かに認め得べ し。

V.摘 要

1)日 本産Rhus属 樹種に於ては形成當時の極 めて若 き果實に特殊細胞の集團が存在 し・その

集團は離生的に小なる間隙を生じ,果 實の発育 に從ひて先づ離生樹脂道を形成す。

2)何 れの樹種の果實に於て も樹脂道発生 の初期に於ては樹脂道の構造は互によく類似 し・猫

叉各樹種の果實にある樹脂道は各樹種の若き茎 ・根 ・葉及び花にある樹脂道に類するも,

果實が発育 し樹脂道に柔膜細胞鞘を生ずるに至るや各樹種の果實の有する樹脂道 としての

特徴を有するに至る。

3)ツ タウルシの若き果實にあ りては樹脂道の柔膜細胞鞘組織中にある小なる樹脂道 と初めよ

り存する大なる樹脂道 とが合 して極めて大なる樹脂道 を形成す。

4)ツ タウルシの発育 せる果實に於では樹脂道の著 しき発達のために内果皮の発育 が妨げられ

内果皮の外側部の各所に凹所を生じ形態上の畸形 を生ず。

5)発育 せる ツタウル シの果實にあ りては柔膜細胞鞘の内方部にある多 くの細胞は 粗に配列



し,横 断面に於て略々圓形を呈 し多 くの顆粒1伏物質を有す。これ等の細胞は箪猫若 くば集

團的に分離するものあ り。分離に近 き細胞は内容物質が塊状 とな り樹脂道内にめるもの と

同一反応 を呈 し,分 離後乳液を形域す。

6)ヤ マウルシ,ヤ マハゼ,ウ ルシノキ及びヌルデの果實にあ りては長 く上皮細胞によりて樹

脂道内の乳液は分泌せ らるLも,蝋 分発生 の頃より果實の成熟 に至るまでの闇に樹脂道が

破生的とな り,樹 脂道の周邊にある細胞が漸次破壊溶解 して乳液 を形成するに至る。
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INVESTIGATION ON THE DEVELOPMENT OF RESIN CANALS 

AND THE FORMATION OF LATEX IN THE MESOCARP OF 

    FRUITS OF THE RHUS PLANTS FOUND IN JAPAN

 (Resume  ) 

Morisige HARADA

   The investigations on the development of resin canals and the forma-

tion of latex in the Rhus plants found in Japan are confined at present only 
to the leaf and stem of Rhus vernicifera. Having found that the fruit is 

better as material for such an investigation, I have made a study of the 

fruits collected from six species of Rhus plants found in Japan. 

   In the very young fruits of the Rhus plants in Japan, the groups of 

the special cells in the tissues of the mesocarp are observed distinctly. In 
the centre of each of these cell groups a small cavity is seen, and this is 

first stage of the schizogenous resin canal. 

   According to my investigation of Rhus Toxicodenron, var. vulgaris, the 

resin canal become lysigenous, when the parenchmatous sheath begins to 

grow around the initial tisssue of the resin canal in the mesocarp of fruits. 
We often see smaller resin canals grown latter, which are distributed in the 

outer side of those first-built resin canals in the tissue of the parenchmatous 
sheath even in the youngest fruits. In accordance with the growth of the 

fruits of this plant, the canals built formerly are united with the later and 

form very large resin canals. This phenomenon is seen in . almost all of 
the resin canals situated in the inner part of mesocarp. Therefore each 

portion of the endocarp - coming into contact with those resin canals is 

prevented from its free development. Owing to this phenomenon many 
concave places are built on the outside border of the endocarp or in other 

words many groovelets on the outer surface of the endocarp, which give a 

means of identification of the seeds of this plant. We also find resin 

canals shaped very irregularly in the cross section of the developed fruits 

of Rhus Toxicodendron, var. vulgaris, and many cells bordering the canal 

cavity are arranged loosely, and irregularly. Those cells contain many



granular substances, and afterward separate from such others singly or in 
groups and are destroyed to form latex in the resin canal. 

   However, the resin canals in the mecocarp of the fruits of Rhus suc-
cedanea, R. sylvestris, R.  vernicifera, R. trichocarpa and R. semialata, var. 

Osbeckii become lysigenous much later ; namely from the period of wax 
occurrence until the ripening of the fruit. Many cells bounding the cavity 

of the resin canal are used to be broken down and dissolved gradually to 

form latex in the resign canal.
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圖 版説明

Fig.1ウ ルシノキの成熟dる 果實に於て外果皮を除去 して中果皮にある樹脂道の走向を示す。

Fig.II(a)ツ タ ウルシの稽々発育tfる 果實の中果皮にある大7る 樹脂道の柔膜細胞鞘組織中に於ける小

なる樹脂道の発生 を示す。

Fig.1【(b)ツ タウルシの稽々発育tfる 果實に於く大むろ樹脂道と小なる樹脂道とが合 して一大樹脂道な

形成する時雨樹脂道間の細胞が粘液化すろ状な示す。

Fig・II(C)ツ タウttzミ!の発育sる 果實1=於 て中果皮の内方ZZt:極 めて大な ろ樹脂讃が存在するため内果

皮の外側部の発育が妨げ られ大なる凹所を生するを示す。

Fig.II(d)ツ タ ウルシの発育せ る果實に於て樹脂道の柔膜細胞鞘に外層内層のこ層4edeじ,外 層i:接 し

て澱粉を有する細胞暦の存在するを示す。

Fig.II(e)Fig.II(d)圖 の一部廓大。

Fig.II(f)ツ タ ウルシの壷育ぜろ果寅1こ於て樹脂道の柔膜細胞鞘の内層にある細胞の内容物が塊状ピ訟

れ るものな位置により三種の場合を示す。

Fig・III(a)ヤYウ ルシの極めて若 き果實の横断面 に於て特殊細胞の集團の存在すろ位置を示す。

Fig.III(b)ヤ マウルシに於ける特殆細胞の集團の廓大。

Fig.III(c)ヤ マウルシの果實の桔殊細胞の集團に生ぜる離生間隙を示す。

Fig.III(d)ヤ マウrレシの中果皮内にある完成ぜる樹脂道だ示す。

Fig.III(e)ヤ マウルシの蝋分な生ぜる発育dる 果實に於て樹脂道の破生的 となれるものな示す。

Fig.IV(a)ハ ゼノキの果實の中 果皮にあろ樹脂道に於て上皮細胞内に顆粒状物質の存在を示す。

Fig.IV(1))ハ セノキの成熟初期の果實1二於て樹脂道の柔膜細胞鞘の一部が溶解し》(乳液の形成ぜる脚 』

示す。

Fig.V(a)充 分 に成熟乾燥ぜ ろウルシノキの果實の中東皮に於けろ破壊ぜる樹脂道の分布を示す。

Fig.v(b)充 分1;成 熟 ぜろハゼノキの果實の中果皮に於ける破竣ぜる樹脂道の分布た示す。

a1=外 暦

alc=外 暦 の細 胞

cr=細 胞 の 残 片

e=外 果 皮

ec=表 皮 細 胞

end=内 果 皮

end(1)==内 果 皮 の 第 ・一層

end(2)=内 果 皮 の 第 二 層

end(3)=内 果 皮 の第 三 厨

epi=上 皮 細 胞

9=:導 管

gl=導 管 部

h1=粘 液化 ぜ る部 分

i1=内 層

ilCコ 内層の細胞

mp=中 果 皮

ps=柔 膜細胞鞘

psc==柔 膜細胞鞘の細胞

rc==樹 脂 道

sヨ 樹脂道内の墳充物

sc=特 殊 細 胞

scg=特 殊細胞の集團の登生位置

st=澱 粉

stl=澱 紛 層

te==毛 茸

wヨ 蟻 分

wc=蝋 殼


